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嘱託魚住 悟

同 藤江力

はしがき

この IX] I幅 i説明書は，昭和 37 年 8 月に，延 45 日間の野外調査をおとなった結果を取

まとめたものであるの野外調査に当たっては，三谷が南部地域を，魚臼:と藤江が北部

地域を，それぞれ分担しておこなった。そのほか，第四紀の地層について，北海道大

学理学部決正雄，北海道開発局北川芳男の両氏にご助孟をうけたのまた，原野内の泥

炭地については，北海道立農業試験場の調査資料を参考としたの

この図幅地域は，いわゆる天北油田地帯の一隅を占めており，地域内にも，勇知背

~;:↓とタ来背斜と名付けられた油出構造が発達していて行油および構造性天然、ガスの賦

存地域として，注目されているところである。

また，この調査で，第四紀中部洪積世の地層が地域内から隣接地域にわたって，広

く発達していることが，新たに見出されたの

I 位置および交通

この図l隔のしめる位置は，北緯 45°10'，....，45°20う 東経 141 °30',....,141°45' の範囲であ

る。

行政上では，その北半部から南西部海岸にかけた地域は稚内市に，南東部地域は豊

富町に，それぞれ属している。

交通は，地域内の東隅を南北に横切って，国道 40 号線が通じている。また，抜海，

勇知，兜沼，芦川の各市街を通って，国鉄宗谷本線が走っている。
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このほか，海岸や主要河川にそって，

また，分散した部落を結んで，多くの道

路が開さくされている。

形地II

この図幅地域は，大きくみると，つぎ

の四つの地形|互に区分できるの

お標高 10m 以下の湿地性原野，a)

よぴ，主要河川流域の沖積氾濫原を

ふくむ地形区

主要河川および原野の周縁部にでb)

きた平坦台地，および，低い丘陵性

台地などの地形区

海岸付近の砂丘地形区c)

その他の山地形区d)

それを構成する地これらの地形区は，

質状態をよく反映している。すなわち，

沖積層の発達した地域a) 地形区は，

とくに，河川の中・下流域でであって，

は，広い原野を形成し，厚い泥炭層を埋

積している。

沖積面からの比高が，b) 地形区は，

20m 前後までのところに形成された台

地である。この台地の多くは，新第三紀

層および第四紀中部洪積世の地層が平

坦化作用をうけた，ミローリングヒル、で

あって，台地の末端は，斜面をつくって

いるのなお，海岸地域クトネベツ川流域，

およびその他の河川流域の一部などに

は，段丘堆積物の発達する平坦台地がみ
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とめられる。

c) の地形区は，海岸砂丘から構成された，標高 5m..-..20m までの砂丘地形である。

との地域の砂丘は，タ来付近を境として，その北部と南部とで，発達状態がいちじ

るしくちがってし、る。

北部地域では，海岸からほぼ 500m 前後の範囲内で海岸線にそって，帯状に延びた

数列の砂丘が発達しているのに対して，南部地域では，海岸から， 2 ,000..-..2 ,500 m の

内陸部にまで，砂丘が広がっている。また，その形態も，海岸に近い数列は，帯状に

連続して発達している。しかし，内陸部では，いちじるしい破壊をうけて，数多くの

砂山に分断されており，その方向性も判然、としないような状態に，変貌している。

これらの砂丘列や砂山の聞には，窪地や湿地，ときには沼などが形成されている。

d) 地形区は，いわゆる山地であって， 新第三紀層および第四紀の兜沼層から構成

されている。

この l司幅地域は，長高標高点が 135m であり， 全般的には， 80m 前後以下の低い

起伏地形をなしている o

また，この地形区内では，基盤地層の構成岩相によって，地形状態がかなりちがっ

ている。すなわち，声問層の発達する地域では，風化しやすい泥質岩のために，曲線

的な地形をつくっている。一方，砂質岩や操質岩から構成された勇知層や更別層の発

達する地域では，鋭角的な山形をなし，また，起伏の周期が細かく， V字谷をつくっ

ていることが多い。

さらに，兜沼層の分布地域では，構成岩相が軟弱であり，かつ，地層は，ほとんど

水干である。このために，起伏の少ない，平坦地形を形成し，沢は U字谷になってい

るものが多い。

III 地質概説

この図幅地域に分布する地層は，天北地域の一般累重層序の上半部すなわち，声問

層から上位の新第三紀層，および第四紀層であって，その層序は，第 1 表のようである。

分布状態を概観すると，北半部の地域には，新第三紀層が，南西部では，第四紀洪

積世の地層が，南東部は，広い原野をつくって，泥炭を主とした沖積層が，それぞれ

広域を占めて露出している。

新第三紀層は，下部は，おもに泥質岩相から構成された海成層であるが，上位にむ
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かうにしたがって，岩相はしだし、に粗粒となり，長上部では，亜炭層を介在した陸成

層にかわる累積状態をもっているロそれぞれの地層間は，いずれも，整合的に果重し

ている。

この凶幅で新たに命名した地層であって，おもに，砂喋第四紀洪積世の兜沼層は，

層と砂層から構成された|阜成堆積層である。乙の地層は，その堆積および分布の状態

からみて，中期洪積世時期の地層と考えられる。

新第三紀層IV

新第三紀層は，構成岩相のちがし、から，下位より，声間層，勇知 1層，更別層の三つ

の地層に区分される。

層問
士三=ム

t=IV.l

サラキトマナイ川の東側支流流域。模式地:

布; 北東部地域に広く分布するほか，南西方の下勇知 l海岸で，タ来背斜軸の分

頂部に，わずかに分布している。

全層を通じて，ほとんど陪灰色の泥岩から構成されているが，ときには，

*やや硬質の泥岩のほか，凝灰岩の薄層をはさんでいることがあるc

相:層

この泥岩は，無層理でやや軟質の岩相をもっている。風化すると p 淡灰色の不規則

天北地域では，戸間層と下位の稚内層との地層境は，かならずしも，統一されてい

なし、。したがって，調査者によって，両地層の構成岩相の記載がいくぶんちがって

いる。

-4-
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岩塊にこわれやすく，また，赤褐色の年輪状の縞模様があらわれる。さらに，水をふ

くんで粘土化されやすいので，斜面崩壊が処々にできている。

化石: 凶l隔地域内では，みとめられなかった。

層 厚: この地域では，下|浪がみとめられないが，隣接の稚内凶幅地域では， 400

，.....，500m の厚さを測定している。

IV.2 勇知層

偵式地: 勇知市街附近の丘陵台地の崖。

分 布: 勇知背斜およびタオモ背斜の，頂部から両翼部にかけて，帯状に分布して

いる。

そして，抜海海岸から勇知市街にかけた地域，および，豊出から大沢にかけた地域

で，良好な発達をしめしているの

下位層との関係: 声間層を構成する泥岩から泥質砂岩の卓越した岩相に変ると乙

ろで，両地層を境したp 地層は，整合的である。隣接する豊富凶幅内では，勇知層最
キ

下部の化石礁を鍵層として，地層を境しているようであるが，乙の|司幅内では，鍵層

として追跡できるようなものはみとめられなかった。

層 相: この地層は，おもに，泥質砂岩，細粒砂岩から構成されており，わずか

に，泥岩や中・粗粒砂岩をともなっているの

泥質砂岩および細粒砂岩は，日吉青灰色の色調をもった，塊状の岩相をもっている。

分級は悪く，砂粒，細喋，浮石喋，木片ーなどをふくんで、いる。また，雲ほ片をかなり

ふくんでおり，やや，凝灰質の岩質をもっている。

この地層は，一般的には，下部から上部にむかつて，砂質泥岩→細粒砂岩・砂質泥

岩互層岩相→中・粗粒砂岩を介在した納粒砂岩で，ときに棟質砂岩をレンズ状にはさ

んだ岩相と IIlfi次累重しており，岩相が漸次粗粒質化する累積状態をしめしている。し

かし，南西部地域の小沢付近では，下部相の一部が，泥去の卓越した泥質砂岩，およ

び細粒砂岩などの互層岩相から構成されていて，外観上では，戸間層と間違うような

**地層をなしている。この岩相からは，ほかの地域で勇知層に普通産する介類化石と同

*豊富図幅の中に，抜海海岸付近では，含化石磯岩層で声間層と接していると記載
されているが，抜海海単に発達するこの喋岩層は，勇知層ではなくて，さらに上

位の更別居である。

料 北海道 20 万分の l 地質問では，戸間層となっている。
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種の化石がみとめられている。

化 石: 勇知層からは，豊田，勇知，小沢などの地域で，つぎのような介類化石

を産出した。

Acilasp.(Acilagottscheitype)

Venericardiasp.

Mactrasp.

Mercenariastimpsoni(GOULD)

Macoma0ρtiva YOKOYAMA

TurritellafortilirataSow.

その他巻介数種

層厚: 勇知背斜地域で， 200.......250m の厚さをもっている。

IV.3 更別層

この地域の新第三紀最上部の地層である。構成岩相のちがし、から，下部相と上部相

とに区分される。

a) 下部層

模式地: 抜海海岸の崖。

分 布: この図幅内で，もっとも広く分布している地層であって，向斜構造の底

の部分に，緩傾斜で発達している。

下位層との関係: 勇知層の砂質岩相から含傑砂岩の卓越した岩相に変るところ

*
で，両地層を境しており，地層は，漸移している。

層 相: 含礁砂岩と lド・粗粒砂岩との不規則な互層黒層であって，ところによっ

ては，細粒喋岩の卓越していると乙ろもあるの

際岩および含際砂岩の構成礁は，指頭大以下の亜円形のものが多い。傑種は，黒色

粘板岩，黒色頁岩，赤色チャート，白色珪質岩，硬砂岩などの古期岩頴が多く，とき

に，暗灰色泥岩や砂岩がみとめられる。

砂岩は，分級がひじように悪く，偽層層理の発達した軟質岩相である。

乙の地層は，全層を通じて，層相変化のいちじるしい瀕海性堆積層である。

模式地では，細粒喋岩を主とし，含喋砂岩や粗粒砂岩をともなった岩相が，発達し

*この地層境は，かなり便宜的に求めたものであるために，各地点で、求めたものが，
かならずしも，同時面とは考えられない。
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ている o しかし，勇失II付近や豊田地域では，偽)吾層理のいちじるしい含瞭砂岩と，粗

粒..---rlJ粒砂岩との不規則な互層累層からなっている。そして，ときに，粘土質泥岩薄

層を介在している。

*化 :{j: 抜海海岸から，つぎの介類化石を産 I I:lしたの

Mytilussp.

Patino ρecten d. nakatonbetsuensisAKIYAMA

P. spp.

Serripesgroenlandic α(BRUG.)

**DosiniatatunokutiensisNOMURA

D. sp.

Soletellin α (Nuttalli α) commonda(YOKOYAMA)

PanopejaponicaA.ADAMS

Spisulavoyii(GABB)

Mactrasp.

!vfyacunaieformisB5HM

海胆類

層厚:

b) 上部層

模式地: 豊田から兜沼にし、たる開拓道路の峠下の付近。

分 布: 勇知背斜とタ来背斜との間にある大きな向斜構造の軸部で，沼向から市

の地域に分布しているが，露出は，まえにのべの開拓道路ぞいに限られてみられるつ

層 相: 下部相が，喋質岩相の卓越した瀕海成堆積層であるが，この上部相は，

前者とは，構成岩相がいちじるしく相違した陸成堆積層である。

細粒砂岩，凝灰質中粒砂岩，粒土質泥岩などの細かい互層であって，凝灰岩，亜炭

*抜海海草から産出する化石は，全体に北海道‘内のほかの地域から産出する同種の
化石にくらべて，ひじように大型になっている。また，その化石群集は，北海道

主部地域の鮮新世の代表的化石動物群であるた滝川一本別化石動物群、に類似し

ている。

**畑井小虎および吉田新二による。 (RATAI ， KOTORA&YOSIDASinzi(1941);

OntheOccurrenceofDosiniatatunokutiensisNOMURA, Bull. Biogeogr.

Soc.Japan, Vol.11, No.7)
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などを介在しているC

細粒砂岩は，外観では，勇知層の同質砂岩と酷似した岩相をもっているが，勇知層

のものにくらべて，軟弱であり，また，かなり凝灰質である。

泥岩は，暗青灰色の粘土質岩である白いちじるしく湿性で，軟弱な岩相をみせるも

ので，炭化木片や浮石片をふくんで、いる。

亜炭は，砂粒や火山灰質物をまじえた粗悪なものであって，未炭化木片，枝，木皮

などをふくんでいる。厚さは， 5.......10cm ていどである。

この地層の最下部には，厚さ数 10m の細粒砂岩が発達しており， との岩相の下底

で，下部相と境している。この上位は，粘土質泥岩，凝灰質砂岩の細かい互層であっ

て， 1---2 枚の亜炭層をはさんでいる口

層 厚: 上限は不明であるが，はぼ 150m 前後と思われる。

V 第四紀層

図幅地域に発達する第四紀の地層は，洪積世の兜沼層，段丘堆積物，沖植世に属す

*る沖積堆積物，砂丘および豊徳火山灰層などである。

V.I 兜沼層(新称)

模式地: 開源付-近の国道 40 号線の切割りの崖，および，兜沼小学校北西方の砂

利取り場。

分布: 勇知川から南の山地および丘陵地域上勇知東方丘陵性台地，サラキトマ

ナイ川流域のやや平坦な台地などで，新第三紀の地層をおおって，広く分布している。

下位層との関係: 緩く傾斜した新第三紀の地層の上に，ほほ水平に累重している。

累積状態は，開源，勇知市街から 40 号線にぬける山道，小沢付近の峠，豊田一兜沼開

拓道路の峠下付近などでみることができる。

層 相: 砂陳層，砂岩，粘土層，赤褐色ローム質火山灰などから構成された，陸

成堆積層である。

砂喋層は，偽層のいちじるしい軟弱な岩相をもっている。との岩相中には，古期岩

類の擦のほかに，灰白色泥岩，硬質頁岩，砂岩などの亜円礁をかなり混えており，ま

た，ときには，灰白色泥岩の岩塊をふくんでいることがある。

*この火山灰層は，地域全般にわたって，表層をおおっている浮石質火山灰である。
地質図では，この地層は，省略しである。地層名は，北川芳男の命名である。
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乙の砂喋層にふくまれる喋は，地域によって，礁の構成種にかなりの相違がみとめ

られる。

この地層は，標式地では，全層のほとんどの部分が砂喋層であって，上位には，砂

層と粘土層の互層または粘土層が，数 m の厚さで続き，さらに，最上位には，厚さ，

5O.........80cm の赤褐色のローム質火山灰層が重なって累積している。

しかし小沢付近の峠では，この標式的な累層とはちがって，砂喋層をほとんどふ

くまない，砂層と粘土層の互層岩相が，厚さ 5.-6m で勇知層の上に発達している。

乙の岩相も上部には，赤褐色のローム質火山灰層が発達しており，兜沼層に相当する

地層であることは明らかである。

兜沼層の粘土層や砂層中には，ときに，沼鉄鉱(高師小僧)をふくんでいる。

なお，乙の図幅内では，閲源の露出に，粗悪質で， レンズ状の亜炭層を介在してい

るo

隣接地域の丸山付近の試錐岩心， および， 豊富南西方の 40 号線切割りのところで

*
は，数 10cm の亜炭層を 1 枚挟んでいるようである。

この地層で低い丘陵性台地の土に発達しているものでは，段丘堆積物とほとんど区

別することができない場合が多し、。この図幅内でも，とくに，勇知川上流からサラキ

トマナイ川流域に発達するものは，区別がはっきりつけられなかったので，本稿の地

質図では，兜沼層として取扱ったが，今後の研究結果で，判然、とさせたいと考えてい

る。このほかにも，勇知川流域や，アチャルベシベ川流域などでも，混乱しているも

のがあると思われる。

また， 勇知川とアチヤノレベシベ川との聞の山地地域でほぼ標高 80m よりも高位の

部分に，兜沼層の発達がみられるか，どうかについても，かなり不明確であって，こ

の点も，今後の調査に待つことにする。

**
兜沼層は，発達状態およびこの上位に重なる地層その他の関係から，ほぼ，中期洪

*t実正雄，北川芳男などによる。

料 この兜沼層の赤褐色ローム質火山灰層の上位には，北川らによって「ワンコの沢

軽石層」と名付けられた特徴のある火山灰層が重なっており，この図幅内でも，

数地点でその存在が知られている。そこでこの軽石層と，兜沼層との聞には，河ミ

整合関係のあることがみとめられている。

なお，本稿の地質図では，この軽石層は，はぶし、てある。
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京

積 i吐いンテルーリス間氷期)時期の，陸成堆積層であろうと考えられる。

天北地域には，新第三紀の地層をおおって，沼川層と呼ばれている，洪積世の地層

が，古くから知られている。乙の地層は，東に隣接する沼川図幅，宗谷図幅および豊

富図幅などの地域に広く分布している乙とが報告されている。

本稿で兜沼層とした地層は，古くから沼川層と呼ばれてきた地層とは， 7]IJの地層で

あるの

なお，両地層の関係については，今後の調査で明らかになるであろう。

化 石: 亜炭中から ， Meniyanthessp. のほか，種の明らかでない木の種子を，

多数産出した。

層 厚: 地層分布の状態からみて， 70m 以上に達するものと考えられる。

V.2 段丘堆積物

抜海~タ来聞の，海岸やクトネベツ低地'市の周辺地域には，比高が 5--10m の干坦

段丘面が，わずかに発達していて，それぞれ，数 m の厚さの砂牒層や粘土層が累積し

ている。

乙のほか，勇知川やサラキトマナイ川の流域にも，丘陵台地の末端に，わずかに発

達している。

この|司幅地域は，がいして，段丘の発達が貧弱であり，また，隣接の稚内海岸地域

にみられる標高 40m と 80m の二つの平坦段丘面は，海岸，内陸をとわずみとめられ

**ないようであるの

これは，との地域に限って，後期洪積世時期における陸地の昇降運動が，隣接地域

にくらべて異常であったとは考えられなし、。したがって，おそらく，その背後地から

の岩屑の移動による坦積ないし変形に原因するのではないかと思われる。

V.3 砂丘

図幅内の海岸地帯全域にわたって，多くの砂丘群が発達している。

この砂丘群は，タ来付近を境として，北部と南部とでは，形態が，いちじるしくち

がってし、る。

北部地域では，ほぼ，現海岸に並列した，狭長な砂丘が， 2--3 列発達しており，標

*湊正雄，北川芳男などによるの
料 40m 平坦段丘団は，下勇知から抜海にいたる海岸では，みとめられるが，堆積物

とおぼしいものはみられなかった。
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高も，海岸側から， 2.5m, 5m，ときに， 10--15mと，内陸側にむか丹て高くなって

いる o また，もっとも内陸側のものは，やや削剥作用をうけている。

これに対して，南部地域のものは，第 2 図にしめしたように，現海岸線にやや斜交

した方向で発達しており，その形態も，かなり複雑化している。

これらの砂丘は，その高度および、開析度から， 5 帯に大別されるようであよ

。

第 2 図 南部地域の砂丘群の発達状態

*一つの帯が 1 列の砂丘を表わすものではない。
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第 1，第 2 帯は，北部地域に発達するものによくにているが， 第 3---第 5 帯の砂丘

は，開析作用が進行し小規模の砂山に分断されているのそして，砂山の聞には，湿

地や低地が形成されているの高度も， 15---23m と高くなっている。

V.4 沖積堆積物

凶幅地域内の主要河川流域，海岸地域には，沖積堆積物が広く発達しているの

乙の堆積物は，地域によって，構成物がちがっている o すなわち，河川流域の低地

が広くなっているところでは，泥炭層が，この周縁部や河川七荒では，砂・傑・粘土

からなる黒層が，海岸や砂丘地帯では，砂を主とした海浜砂層がそれぞれ発達してい

る。

泥炭層は，大部分が，木一ヨシ泥炭から構成され，砿質土壌を多く混えた低位泥炭

である。そして，上サロベツ原野やアチャルベシベ川下流域の一部に，ヨシーヌマカ♂

ヤ泥炭， ヌマガヤーホロムイスゲ泥炭など‘から構成された中間泥炭， ミズコ γ泥炭か

ら構成された高位泥炭がわずかに発達している。

泥炭層の厚さは，上サロベツ原野では， 2---3m ，アチャルベシベ原野では 0.3---0.9

m であるつ

VI 地質構造

との凶幅地域の地質構造は，ほぼ，南北方向に走る二つの背斜軸一勇知背斜とタ来

背科一および，これに対応する二つの向斜軸によって支配されている。

乙れらの摺曲構造の両翼部の地層は， 5° ，....... 12° の緩い傾斜をしめしている。

一方，軸の方向については，勇知背斜は，南下りで，南にむかつて，上位の地層が

分布してくるが，タ来背科では，下勇知海岸に，声問層が分布し，これから南にむか

つて軸はやや急激に沈み， 勇知層および更別層が続いているが， 3 線の付近で，軸の

傾斜は反転し，南にむかつてうき上った構造にかわっているのすなわち，この背斜で

は，軸方向の摺曲が発達しているようである。

断層は，勇知 l川の上流から開源付近にぬけた， はぼ N 20 0___25°W 方向のものがみ

とめられる。との断層は，摺曲軸を，斜めに切って発達しているの

VII 応用地質

乙の i司幅地域の地下資源は，石油および天然ガスである。
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¥

石油および構造性ガス

乙の凶幅地域には，勇知背斜，タ来背斜

と名付けられた，二つの背斜軸が，南北の

主向で発達している。

勇知背斜

20ー両翼の地層の傾斜が，この背斜は，

また，軸は，以下の緩い構造状態をもち，

市にむかつて 7° 前後沈んでいる。

この背斜構造は，古くから良好な油田構

造として知られ，昭和 16 年から 20 年まで，

日下部石油鉱業株式会社によって開発され

fこ。

その聞に掘さくされた井戸の深度そのほ

かの状態は，つぎのようである。

o

第 3 図

乙の地これらの井戸の柱状図によると，

域では，いちおう，採油に価する油層は，
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150,......,200 m, 210,......,250 m，および 300m 付近にあって，乙れより深部では， R-13 号

で 420，......，450 m の問に油徴， 580m 付近に多量のガスが確認された。また， 各油井と

も， 100m 以浅で，油徴およびガス徴が多く認められた。

これらの井戸は， 2，......，3 をのぞいては， 石油およびガスを産出しているが， いずれ

も，石油産量にくらべて，ガス量は少なく，ほぼ， 30m3/d ていどにとどまっている。

なお，現百は，いずれも，廃坑となっている o

上にのベた {Iii 徴およびガス徴の認められた層準は， ほとんどが声問層 l ドであり， R

-10, R-13 および C-1 の 3 本が，稚内層にはいっているようである口

天北油田地帯では，一部の地域で，稚内層中に油層およびガス層の存在することが

確かめられているが，大部分の油・ガス層は，増l幌層の中で認められている。

したがって，この背斜地域では，石油・ガス鉱床の本体と目される増幌層層準に対

する開琵に，大きな期待がかけられている。

タ来背斜

乙の背斜については，今日まで，石油およびガスについての地表徴候は，まったく

知られていないために，未開発のままで、放置されているの

背斜構造の形態としては，まえの勇知背斜とにており，ひじように緩傾斜をなして

いる n

なお，アチャルベシベ原野内で，この背斜軸が通ると思われるところで，塩素量の

濃度が， 2 ,000 mg/l 以上の地下水の白噴井があり， また，乙の I有で、も，深度 42m て

いどの井戸から，塩素量 185 mg/l で，カ、スをともなった白噴井が知られている。

これらの担分の高い水およびガスについての，詳しい分析はおとなっていなし、。し

たがって，明確ではないが，沖蹟耳 f~積物の下作.に j型積されている，石油およびガス鉱

床の t二部徴候かも生11れないの
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

(Scale 1:50,000)

BAKKAI

(Asahikawa-8)

By

KatsutoshiMitani

SatoruUozumi

TsutomuFujie

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

ThemapareaoftheBakkaisheetis locatedinthenorth

partofHokkaid6, betweenLat. 45ー10'---45ー20'andLong. 141ー30'
-.,141ー45'.

Theareaofthissheetmapissubdividedtopographicallyinto

fourprovinces. Theyare;a)theprovinceofalluvialfloodplain

andswampyplainlessthan10m inaltitude;b)theprovinceof

flatterraceandhillyterrace, lessthan40mheight;c)thecoastal
sandduneprovince;andd)themountainousprovince.

Geology

InthisareaaredevelopedtheNeogeneandQuaternarystrata,
ofwhichthestratigraphicsuccessionsareshowninTable.

1.NeogeneSystem

TheNeogenesystemofthisareaissubdividedlithologically

intotheKoetoiformation(UpperMiocene) , theYiichiformation
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Table: GeologicalSueeesoion

Age Geologico!order

占 E I
:::::~I

<r:'S:I

~ ITerre
(5 IKabuton

h
与4
E喧...
与4

ω

•
ω

ロ
Q)

曾
Q)

z

Alluvialdepositsh

C

ω
ロ

』ω

υ

F

H

ω

ロ
σ

leedeposits

umaformation

SarabetsuUpperMember

formationLowerMember

Yuehiformation

(LowerPliocene)andtheSarabetsuformation(LowerPliocene).

Theyareconformablewitheachother, andrepresenttheuppｭ
half of theNeogene series developed generallyin theTeｭ

mpokudistrict(orthenorthernTeshioProvince).

TheKoetoiformationis composed, throughoutthewhole
sequence, ofdarkgrey, massivemudstone. Thismudstone, when
itisdecomposed, changesintolightgrey, softone, andshowsa
characteristicpatternedcolourationlikeannualrings.

TheYuchiformationisaseriesofmuddysandstoneand

hesandstone, with afew i凶n凶附t白er民rca叫la伽

sandstonesandofmudstone. Marinemolluscanfossilswhich

wouldprobablybeattributedtothe Takikawa 咽Hombetsu fauna ,

therepresentativePliocenefaunaofHokkaid6, arefoundinthis
formation.

Koetoiformation

ω
ロ
ω

υ。
=

ι

1

8

8

三

宮

er

TheSarabetsuformationissubdividedlithologicallyintothe

いwer andtheUpperfacies.

TheLower'faciesisrepresentedbyirregularalternationsof

conglomeraticsandstoneandmediumtocoarsesandstones. Thick

bedsofgranuleconglomeratearedevelopedlocally. Crossbedding

is'wellobservedthroughotthisfacies , andlateralchangeoflitho-
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logyisconsiderable. Fossilsofmarineshellsareobtainedfrom

thesesediments.

TheUpperfaciesisrepresentedbyfrequentalternationsof

finesandstone, medium-grainedtuffaceoussandstoneandclaystone.
Ithasafewintercalationsoftuffandlignite.

2.QuaternarySystem

TheQuaternarysystemofthisareaiscomposed'oftheKaｭ

butonumaformationandtheterrace'deposits, aswellasofthe
alluvialdepositsandthesanddunedeposits. Ofthesetheformer

twobelongtotheDiluvialage, whilethelattertwoareofthe
Alluvialage.

TheKabutonumaformation, lyingontheNeogeneformations

unconformably, isdevelopedextensivelyinthesouthernandeasｭ
ternparts. Itistheterrestrialdepositscomposedofsandand

gravel, sand, clayandloamyashes. Bedsofcrudelignitecontaiｭ
ningMenyanthessp.areintercalatedlocally.

Thisformationisregardedas thedepositsofthemiddle

Pleistocene age, becauseofitsmodeofdistributionandofthe
relationtothesuperjacentformations.

Theterracedepositsaredevelopedrather poorly, andare

foundalongthecoastaldistrictandalsoaroundtheKutonebetsu

lowland. Theymakeflatplainswitharelativeheightof5to10

立1.

Thesanddunesareextensivealongthecoastaldistrict. To

thesouthofYiikuru, theyarewelldevelopedinvadingasfaras
2.5kmfromtheshoreline. There, severalrowsofsanddune
runningalongtheinlandsidearesodissectedastoexhibitnumeｭ

rousisolatedsandhillocks.

Themainrivesandstreamsofthisareaarefurnished, along
theirlowerandmiddlecourses, withextensiveswampywilderness
wherethickaccumulationsofpeatareformed.

EconomicGeology
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Petr・oleum andstructurallycontrolled naturalgasarethe

mainundergroundresourcesinthisarea, whichoccupiesapart
ば the Tempokuoilfield. Twoanticlinesstretchingnearlyfrom

northtOisouth0百er suitablestructureforaccumulationofpetro ・

leum. AmongthemtheonenamedtheYiichianticlinehaslong

beenknown, andseveralwellsforpetroleumwereexploitedonit.
Theyyieldedonceafewquantitiesofoilandgas, butarenow
abandoned. Thesewellsarerathershallow, notreachingsodeep
astheMasuhoroformation, themainoilreservoirintheTempoku
oilfield. Inthisresepect, furtherexploitationisexpectedtobe
fruitful.
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